
～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 28 （回答者数）
21

～ 2026年　3月　13日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

集団活動を行う際、目的（伸ばしたい力）を意識

して、プログラムの実施が出来るように取り組ん

でいく。

2
より専門的なSSTが行えるよう職員の研修等を

行っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
業務の効率化を行いうとともに、採用にも力を入

れていく。

2

大規模避難訓練だけでなく、保護者会や面談時な

ど、安全対策のマニュアルを周知するように取り

組んでいく

3

○事業所名 ハピスタ本郷台

○保護者評価実施期間
2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　3月　1

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

プログラムの計画や実施を余裕を持って行うことが

出来ていない。

人員が不足しており、職員一人一人の業務量が大き

くなっている。

避難訓練や安全対策の内容が保護者の方に周知出来

ていない。

年に2度避難訓練は行っているが、全利用者が参加

できているわけではない。

保護者の方が施設内に訪れる機会が少なく。

各種安全対策を確認する機会が少ない。

集団での活動を通して社会性を養っていくこと。

集団で活動する時間を設定し、その時間に見通しを

持って取り組めるようにスケジュールの確認を行っ

ている。

個人の特性に配慮しつつ、社会との折り合いの付け

方を身につけていけること。

それぞれの価値観や特性をアセスメントし、周囲と

折り合いをつける方法をチームで探していく。

事業所における自己評価総括表公表


